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  一．苦難を経て王座へ（一）


  勝利者誌 一九〇九年 一巻 七月号 掲載。


  



  神は御言葉の中に、祝福への道に関する多くの視覚教材を私たちに与えてくださっています。そして、ヨセフの人生以上に明確なものはありません。その物語は、神のキリストが地上に来臨される時の彼の生活をみごとに予告しているだけでなく、一人の人の霊的歴史と、その人が「わたしと共にわたしの王座に着くであろう」（黙示録三・二一）という御言葉の意味を知るようになる前の霊的行程を描写しています。ヨセフの人生の諸々の段階に注目することにしましょう。


  



  （Ａ）ヨセフの誕生（創世記三〇・二二～二四）。


  これは祈りに対する答えでした。彼の母親は何年も待っていましたが、神の好機に――おそらく、人の希望がすっかり絶えた時に――「神はラケルを思い起こされ」ました。神は決して忘れたわけではなく、時が満ちるのを待っておられたのです。そして、ヨセフ――神からの賜物――が生まれました。彼の家庭は、彼が十七歳になるまで、彼を保護しましたが、その後、転機が訪れて、突然彼の人生を一変させました。


  



  （Ｂ）神は夢によって御旨を彼に啓示し始められる（創世記三七・五～十）。


  その前に、彼の兄弟たちとの問題が緊迫化しました。彼は自分の父親に忠実に真実を話しました。というのは、彼の兄弟たちは、彼は若いけれども、悪と妥協しようとしないことに気づいたからです（創世記三七・二）。そして、これに、愛と、彼の父親の多くの好意のしるしとが相まって、彼らの憎しみを引き起こしました。その憎しみはとても大きかったので、彼らは穏やかに彼と話せないほどでした。


  神に選ばれた者たちも、しばしばこのような目に遭います。静かな家庭生活が数年続きます。その間、家の仕事をこなし、「最も小さなこと」を忠実に果たします。その後、私たちの「兄弟たち」の敵意が呼び覚まされるかもしれません。それは、罪と妥協するのを拒んだためです。それに加えて、神の祝福の特別なしるしによって、嫉妬と苦々しさが生じます。次に「天のビジョン」の転機が臨みます。


  



  （Ｃ）「天のビジョン」の転機（創世記三七・五～八）。


  神の御旨に関する啓示をヨセフが話したことで、突然、彼の兄弟たちはこの潜在的敵意を実行に移すよう駆り立てられます。ヨセフが見た夢の意味は、彼の周囲の人々にはまぎれもなく明らかでした。ヤコブはそれらを「見守って」、神がなさることを見ようと待ちました。しかし、ヤコブの息子たちは弟を「妬み」ました。この「小さき者」は――あまりにも若く、あまりにも純真だったので、自分の見た夢をすべて話しました。聴衆の中にあった潜在的敵意に全く気づいていなかったのです。それが示すこと――神に選ばれた者が「統治」して「主権」を持つようになること――は彼らにとって全く我慢できないものでした（創世記三七・十一）。


  今日も、このようなことがしばしばあるのではないでしょうか？神はご自身をある若者に啓示して、その人に対するキリストによるご自身の輝かしい御旨を語られます。すると、「長老たち」――依然として肉の生活の中にあるクリスチャンの「兄弟たち」――は妬み始めて、この若者の「思い上がり」について話すとき穏やかではいられません。なんと無邪気に、その若者は、潜在的敵意に気づかずに、「天のビジョン」の物語を話したことでしょう。今や、その潜在的敵意がその若者に向けられます。しかしこれが、啓示した御旨を成就する神の方法なのです。


  これは、この物語全体で最も悲しい箇所です。一人の人に対する神のあの啓示は、「兄弟たち」の敵意を意味したのです。キリストについてもそうではなかったでしょうか？「彼の身内の者たちは（中略）『彼は気が狂っている』と言った」（マルコ三・二一欄外）。「彼の兄弟たちも彼を信じなかった」（ヨハネ七・五）。


  天のビジョンに、今や、その成就への道が続きます。これは常にそうです。わずかなことに忠実であることを学ぶ静かな生活を送っていると、罪から断固として遠ざかろうとしない他の人々から嫌われるという代価にもかかわらず、突然、「神のビジョン」が臨み、天が開かれ、自分たちに対する御旨がキリスト・イエスにあって啓示されます。次に、心が溢れ出て、他のクリスチャンたちにその素晴らしさについて話します。無邪気なことに、妬みや敵意のおそれには気づきません。その後、時として、手先である熱心なクリスチャンたちによって、その人は、苦々しさ、誤解、分離という奇妙な道に陥ります。その道はますます暗くなっていき、ついには、「天のビジョン」はますます色あせて、それが成就される望みはすっかりなくなってしまいます。


  なんという困惑と苦難を私たちは経験することでしょう、なんという大失敗をこの時、私たちはしばしばしでかすことでしょう！神の約束には日付がないことを、私たちは忘れているのです！


  私たちは御霊の素晴らしい満ち溢れを受けて、それにより、「開かれた天」と「神の幻」の中に導かれます。神の霊は、ご自身が私たちにしようとしているあらゆることの輝かしい可能性を、私たちに啓示してくださいます。すると私たちは、それはみな直ちになされる、と思い込みます。絶えざる力と実り豊かさの生活が即座に始まると期待してしまいます。


  しかし、私たちは、ヨルダン川で主キリストに対して天が開かれた後、荒野、さらにその後にゲッセマネ、そして現実のカルバリ――ヨルダン川はその予表・予型にすぎませんでした――が続いたことを忘れています。いわゆる御霊の「バプテスマ」は、第一にもっぱら、死の中へのバプテスマです。なぜなら、永遠の御霊の力によってのみ、私たちも自分自身を神にささげて、「ゲッセマネ」とカルバリ――ヨルダン川での私たちの「信仰による死」はその微かな予表・予型にすぎません――における私たちの主イエスとの交わりにあずかれるようになるからです。


  なんと多くの人が、ここで神の御旨を邪魔していることでしょう！彼の諸々の道を知らないせいで、私たちは彼に抵抗しています。そして、この開かれた天の日々に彼が私たちに約束してくださったことの成就を、すべて遅らせています。それどころか、苦難と空しさによって自分自身の心が悲しみを覚えているとき、私たちは時として、神が自分よりも若い他の人々を導いておられるのを見て、穏やかに話せないこの「兄弟たち」のようになってしまいます。しかし、神は信実です！表面上、私たちは葛藤しているかもしれませんが、彼に真に明け渡しているなら、彼は必ず内なる御業を進めてくださいます。そして、遅かれ早かれ、彼は私たちを十分に砕かれるので、私たちは「確かに私たちは弟のことで罪がある」（創世記四二・二一）と言うようになります。そして、神は私たちに、疑ったその若者の所に行って、砕かれた心で、「どうか赦してください」（創世記五〇・十七）と言うよう命じられます。


  ですから、私たちに対する神の取り扱いを誤解しないようにしましょう。また、これまでに私たちが得た神の命を知る知識こそ、神が私たちに示してくださったすべてのことの頂点である、と思わないようにしましょう。それどころか、彼が私たちをキリストの死の中へとバプテスマされる時に私たちが意識的に永遠の御霊に明け渡しさえするなら、彼の御旨は「キリストと共に神の中にある」命を私たちが知ることであり、これは天が地よりも高いようにヨルダン川における開かれた天よりも遥かに高いものなのです。


  「もし子供であるなら、相続人でもあります――神の相続人であり、キリストと共同の相続人です。ただしそれは、彼の栄光にあずかる者となるために、私たちがキリストの苦難にあずかっているならばの話です。」――ローマ八・十七、ウェイマス訳


  



  二．苦難を経て王座へ（二）


  勝利者誌 一九〇九年 一巻 八月号 掲載。


  



  （ａ）選ばれた器の分離


  すでに述べたように、「天のビジョン」の後には、必ずその成就への道が続きます。ヨセフの事例では、誰がその道具として用いられたのでしょう？彼自身の兄弟たちです。この若者に対する神のビジョンにより、彼らの苦々しい敵意が引き起こされました。彼らは彼を排除することを決意しました。「彼らは彼を殺す陰謀を企てた」（創世記三七・二〇）。彼らには彼を害する力がありました。肉の嘲りを聞いてください、「彼の夢がどうなるかを見よう」（創世記三七・二〇）。彼らはヨセフを計算に入れていましたが、神を計算に入れていませんでした。環境が整って、彼らは好機を得ました。彼を父親は遣わして、郊外にいる兄たちに会いに行かせました。この若者が直ちに従ったことから（創世記三七・十三）、自分に対する兄たちの敵意に彼がどれほど鈍感だったのかがわかります。弟の苦悩、苦痛、嘆願にもかかわらず（創世記四二・二一）兄たちは自分たちの目論見を実行して、彼を穴の中に投げ込みました。神は彼らがこれほどのことをするのを許されましたが、それ以上は許されませんでした――ヨセフに対する御旨を遂行するのに十分なほどまでしか許されなかったのです。彼らが彼の命を取るのを、神は引き留められました（創世記三七・二一～三八）。なんと奇妙な対比でしょう！ある日、神のビジョンが臨み、次に、父親、家、祖国から引き離されて――「エジプトに売られ」たのです（創世記三七・三六）。


  



  （ｂ）惨めな奴隷状態


  ヨセフはポティファル――パロの役人――に売られましたが、神は依然としてヨセフに対する御旨を遂行しておられました。このようにエジプト人の家庭に入ったことで、彼は宮廷とのつながりを持つようになりました。彼はその宮廷の長官になる運命にありましたが、彼はそれを知りませんでした。それは彼にとってどれほど陰鬱に思われたことでしょう、彼の霊はどれほど悲しかったことでしょう！神は忘れてしまったのだ、と彼は思ったでしょうか？家と愛する者たちに対する地的なつては断ち切られて血を流していました。そして今や、カナンでの自由な伸び伸びとした牧者生活の後、エジプトで奴隷状態に陥ったのです。まさに苦難の道です。


  しかし、ヨセフは自分の神を知っており、長い年月の後、彼は自分の兄弟たちに、「私をここに遣わしたのは、あなたたちではなく、神です」（創世記四五・八）と言いました。「主の言葉が彼を試みた」（詩篇一〇五・十九）。神はご自分の若い僕を試しておられました。そして、彼はこの試みに耐えました。神は、彼を召した地位のために、彼を訓練しておられたのです。


  十三年間、彼はポティファルの家で過ごしました。彼は偶像崇拝と贅沢の真っただ中で神と共に歩いたので、神は公然と彼を祝福することができました。そして、「彼の主人は主が彼と共におられるのを見」ました（創世記三九・三）。この苦難の道で、私たちは自分の愛するものをすべて失い、「平凡な」生活を送るようにされます。行いたいと望んできた神のための偉業とはかけ離れています。これは私たちにあてはまるでしょうか？ヨセフは多く話した、とは述べられていません。しかし、神が彼と共におられるのを彼の主人が見たことを、私たちは知っています。「主は、彼のすることすべてを栄えさせられた」（創世記三九・三）。彼の主人が彼を自分の家の監督にするほどだったのです（創世記三九・四）。これもまた神の訓練であり、将来のための備えでした。しかし、ヨセフはそれを知りませんでした。若者たちは、いわゆる「世俗」の働きをいやがる傾向がなんと強いことか。というのは、彼らは「ぶどう園で働く」ことを望んでいるからです。自分の義務の領域で成功を目指すことは「世的」ではないかと、彼らは恐れています。しかし彼らは、神に明け渡し切っている人には「世俗」も「聖職」もないことを忘れています。また、地上の領域で能力を示すことは、神の時が到来する時に、天の事柄のための執事職への適性を示すまさにしるしであることを忘れています。もし神が彼らを直ちにクリスチャンの働きに就かせていたなら、訓練に欠けるがゆえに、働きにおける彼らの有用性は減じていただろうことを、彼らは忘れています。その訓練を受けることができるのは、神が自分を置かれた場所で、召しにしたがって、ただ静かに忠実に奉仕することによります。


  ポティファルの家での十三年間により、ヨセフは、「自分は、エジプト人の役人に忠実に仕える僕になる以上のことは、決して何もしないだろう」と思うようになったかもしれません。しかしこれは、神はご自身の民を彼らの地位のために訓練することを時間の浪費とは思われないことを示しています。とは言うものの、私たちにとって最も辛い学課の一つは、待つ方法を学ぶことです。この苦難の道は今や、ヨセフが静かな働きで彼の周囲のすべてを栄えさせたので、終わったのでしょうか？いいえ、彼はなおも下降しなければなりませんでした。ヨセフはポティファルの家で自分の神を静かに待ち望むことを学びました。その時、突然、さらに深い苦難の中に投げ込まれたのです。


  



  （ｃ）牢獄生活と苦難


  偽りの訴え、名声の喪失、続いて不当な投獄が、この道の次の段階でした（創世記三八・七～二〇）。ここで、「彼の魂は鉄の中に入った」（詩篇一〇五・十八、改訂訳欄外）と述べられています。こんな事になったのです！多くの、多くの、多くのことによって、私たちは打ちのめされますが、この点には及びません。しかし、そこで私たちはゲッセマネとカルバリの意味を知ります。晴れ渡った良心（創世記四〇・十五）。罪に対する恐れ（創世記三九・九）、にもかかわらず罪を責められます。主人に仕えた忠実な奉仕が、彼に対して不利に転じます（創世記三九・十九）。話すことも、釈明することも許されません。犯罪者のように、鉄の枷を足にはめられます（詩篇一〇五・十八）。ヨセフの魂が「鉄の中に入った！」のも不思議ではありません。


  我慢の限界となる出来事がさらに臨まなければなりませんでした。それは、彼が牢獄内で助けと慰めを与えた人の忘恩によってでした（創世記四〇・二三）。それはなんと暗い出来事だったことでしょう！それでも、彼は自分自身の苦しみに飲み込まれて自己中心的にならなかったことがわかります。彼には、他の人々が悲しげに見えるのを見て（創世記四〇・六）、助けを差し伸べる（八節）目がありました。二年間ヨセフは牢獄で過ごしました。なんと神は彼を剥ぎ取られたことでしょう！今や、解放される望みはすっかり消え失せざるをえません。しかし、それに関する神の面を見てください。神は「神秘的な方法で働いて、驚くべきことを行われる」。神はご自身の計画を完成させつつあります。そして、ご自身の選びの器が十分な訓練を受けると、神は牢獄の道を用いて、ヨセフを国の二人の役人との接触に導かれました。彼らはパロへのつてであり、神の御旨により、ヨセフの解放の時のために備えられたのです。偽りの訴えで投獄されることは、あらゆる苦しみの中で最も深い苦しみのように思われますが、それが王座へと至る神の道だったのです。


  この物語を読むと、神が各段階を支配しておられることがわかりますし、神がご自身の御旨を成就される素晴らしい方法もわかります。ヨセフには再暗黒に見える時でも、それは神には光だったのです。ですから、彼の取り扱いを通る時は常に、彼に信頼することを学ぼうではありませんか。神は初めから結末をご覧になっておられ、私たちのために永遠の重い栄光を成し遂げつつあることを、自覚しようではありませんか。


  



  三．苦難を経て王座へ（三）


  勝利者誌 一九〇九年 一巻 十月号 掲載。


  



  （ａ）天のビジョンの成就


  ヨセフが「苦悩の地」（創世記四一・五二）の牢獄にいた、彼の人生でまさに最暗黒の時に、彼の解放の瞬間がやって来ました。この苦難はあまりにも厳しい深刻なものになったため、詩篇作者は「彼の魂は鉄の中に入った」（詩篇一〇五・十八、欽定訳欄外）と述べています。彼の霊は、言わば、圧迫されて閉じ込められていました。彼の魂という鉄の檻の中で、自分の道の厳しい暗さによって、かたくなで、硬直した、無口なものになっていきました。一筋の光も彼の道を照らしませんでした。希望の一かけらも彼には残っていないように思われました。敵どものなぐさみものにされ、友人たちからは忘れられ、「主の言葉が彼を試し」ました。それは、「主の言葉が成就する時まで」（詩篇一〇五・十九、改訂訳）であり、彼の解放の時が間近に迫っていました。


  神の御計画の成就のために、パロの執事とのつてを利用できるようになりましたが、それは彼が牢獄を去ってから丸二年後のことでした（創世記四一・一）。この時、パロは一つの夢を見ました。その夢は、神がなそうとしていることについての、パロに対する神の啓示でした。パロは心を悩ませました。魔術師たちはその幻を解き明かせませんでした。執事長は思い出して、ヨセフは牢獄の独房から突然呼び出されました（創世記四一・一～十四）。これはすべて神から出たことであり、神はみこころを行っておられたのです。


  神のこの突然の干渉におけるヨセフの心境から、いかに彼が緊急時に主の御用にかなう器になったのかがわかります。落ち着いて直ちに、彼は称賛を受けることを拒み、また、パロの願いをかなえられたとしても、手柄を自分の能力に帰すことを拒みました。「それは私ではありません」と、空っぽにされた人は言いました。「神がパロに答えてくださいます」（創世記四一・十六）。そして、神が確かにヨセフを通してパロの必要に答えられました。それは実に賢明な助言だったので、彼は急遽、牢獄から王座に移されるほどでした。パロの役人の家の監督だった彼は、今や王の家を治めなければならなくなりました。牢獄の道を通ってそれに至ったのです。


  権威と権力が彼に与えられました（創世記四一・四一～四四）。そして、彼が失ったものはみな、神ご自身の御手によって戻されました。「秘密を啓示された者」を意味する新しい名が彼に与えられました。また、孤独と悲しみの年月の果てに、家と愛する者たちが与えられました。さらに気前よく神は彼に応じられたので、彼は自分の苦しみと、若い頃に引き離された家を忘れることができました（五一節）。すべてを失った彼は今や豊かな富を治めていたので、「ヨセフの所に行きなさい」という声が四方であがるほどであり、「全土」が欠乏の時に彼に向かいました。


  彼の少年期の天のビジョンは、今や、文字どおり成就されました。ヨセフはエジプトを統治する支配者であり、「ヨセフの兄弟たちはやって来て、顔を地に付けてひれ伏し」ました（創世記四二・六）。


  



  （ｂ）兄弟たちに対するヨセフの取り扱い


  彼は彼らに対して「荒々しく語り」（七節）ました。それは認罪を生じさせるためでした（創世記四二・二一）。しかし、彼の心に彼らに対する憤りは全くありませんでした。というのは、彼らが互いに「確かに私たちは弟のことで罪がある。彼がしきりに願った時、彼の魂の苦しみを見ながら、私たちは聞き入れなかった」と言うのを聞いて、彼は深く感動したからです。後に、彼はすぐに彼らを慰めました（創世記四五・五）。そして、彼らの自己批判を癒して、「私をここに遣わしたのは、あなたたちではなく、神です……」（創世記四五・八）と言い、喜んで愛のしるしと共に自分の年老いた父親と兄弟たちを呼び寄せました。


  終えるにあたって、この物語の二つの主要な面に注目することにしましょう。


  一．すべての上におられ、すべてを貫いておられる神が、ヨセフの人生のためにビジョンを成就されつつあります。次の点に注目してください。


  （ａ）神は彼の命を救われました（三七・一）。


  （ｂ）神はポティファルの家に導かれました（三九・一）。


  （ｃ）神はヨセフを栄えさせて訓練されました（三九・五）。


  （ｄ）神は牢獄への道を許されました（四〇・三）。


  （ｅ）神はパロに夢を見せました（四一章）


  二．ヨセフの内なる命は、これらの出来事をすべて通ることにより、神がビジョンを実現できるものになりました。


  （ａ）十七歳の時に見せた彼の忠実さ（三七・二）。


  （ｂ）彼の従順な霊（三七・十三）。


  （ｃ）彼の信実さ（三九・八）。


  （ｄ）彼が罪を拒否して恐れたこと（三九・八、九）。


  （ｅ）彼の無私の同情心（四〇・六～八）。


  （ｆ）彼の晴れ渡った良心（四〇・十五）。


  （ｇ）神に対する彼の信頼（四〇・八）。


  （ｈ）彼の私心のなさ（四一・十六）。


  （ｉ）彼がただ神の御手だけを見ていたこと（四一・五一、五二）。
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